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顔は石鹸で洗う のを基本にしましょう

14

で
十
分
で
す
。
で
き
れ
ば
無
添
加
の
も
の

が
い
い
の
で
す
が
、
安
い
石
鹸
で
余
計
な

も
の
が
入
っ
て
い
な
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の

な
ら
大
丈
夫
で
す
。

　
「
肌
に
や
さ
し
い
」
と
う
た
っ
て
い
な

く
て
も
、
石
鹸
は
肌
に
と
て
も
や
さ
し
い

の
で
す
。
石
鹸
は
ア
ル
カ
リ
性
で
、
昔
か

ら
多
く
の
人
に
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
肌

に
や
さ
し
い
石
鹸
に
よ
る
洗
顔
が
、
私
が

提
唱
す
る
「
も
の
ぐ
さ
美
肌
法
」
の
基
本

で
す
。

　

で
も
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ル
ー
フ
の
マ
ス

カ
ラ
の
よ
う
に
、
専
用
の
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

剤
を
使
わ
な
い
と
落
ち
な
い
化
粧
品
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
化
粧
品
は
使
用
し

な
い
、
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
リ

ス
ク
覚
悟
で
部
分
的
に
使
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
個
人
の
自
由
と
い
う
も
の
で

す
。
私
は
、
お
勧
め
し
ま
せ
ん
が
。

　

石
油
系
界
面
活
性
剤
や
弱
酸
性
の
化
粧

品
が
肌
に
よ
く
な
い
こ
と
は
、
こ
の
コ
ラ

ム
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
ま
し
た
。
で
は

肌
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
？

　

ま
ず
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
は
「
洗
顔

の
見
直
し
」
で
す
。

　

石
油
系
の
界
面
活
性
剤
を
配
合
し
て
い

な
い
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
剤
も
あ
り
ま
す
が
、

私
が
勧
め
る
の
は
石
鹸
で
す
。
石
鹸
を
よ

く
泡
立
て
て
、
や
さ
し
く
洗
う
の
が
一
番

で
す
。
使
う
石
鹸
は
、
香
料
や
保
湿
剤
の

入
っ
た
高
価
な
石
鹸
は
避
け
、
安
い
石
鹸

ネットなどを
使い石鹸をよ
く泡立てます

あまり力を入れると肌
を傷めますので、やさ
しく顔全体を洗います

テーマ
「
提
案
型
複
合
サ
ロ
ン
」

          

ヘ
ア
超
え
た
メ
ニ
ュ
ー
が
カ
ギ

　

滝
川
（
滝
川
和
秀
社
長
）
恒

例
の
「
タ
キ
ガ
ワ
ト
レ
ー
ド

フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
は
９
月
６

日
、
東
京
・
高
輪
の
ホ
テ
ル
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
で
開
か
れ
、

終
日
多
数
の
理
美
容
業
界
の
流

通
関
係
者
ら
で
賑
わ
っ
た
。
出

展
・
協
賛
メ
ー
カ
ー
１
３
０
社
、

参
加
デ
ィ
ー
ラ
ー
３
５
８
社
・

７
１
１
人
だ
っ
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
提
案
型

複
合
サ
ロ
ン
」。
こ
の
テ
ー
マ

は
、
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ

ロ
ン
と
し
て
成
功
し
た
ア
フ
ロ

デ
ィ
ー
テ
（
銀
座
）
を
経
営
す

る
谷
澤
泰
介
テ
ィ
ー
ツ
ー
エ
ー

（
株
）
社
長
を
講
師
に
迎
え
て

行
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

で
、
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。

　

氏
は
「
ヘ
ア
だ
け
の
メ

ニ
ュ
ー
で
な
く
、
顧
客
の
あ
ら

ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
メ

ニ
ュ
ー
提
案
を
す
る
こ
と
で
、

集
客
効
果
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
ト

率
が
高
ま
り
固
定
客
化
に
つ
な

が
る
」
と
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ
で

の
成
功
を
例
に
語
っ
た
。

　

展
示
会
場
で
は
こ
の
テ
ー
マ

に
そ
っ
て
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ

ス
テ
、
ネ
イ
ル
、
ヘ
ッ
ド
ヒ
ー

リ
ン
グ
な
ど
の
最
新
機
器
機
材

が
展
示
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い

た
。
滝
川
㈱
で
は
機
器
機
材
だ

け
で
な
く
、
教
育
ま
で
も
パ
ッ

ケ
ー
ジ
し
て
理
美
容
サ
ロ
ン
に

提
案
す
る
と
い
う
。
第
一
会

場
で
は
、
ヘ
ア
関
連
の
機
材
の

展
示
が
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た

が
、
会
場
は
午
後
１
時
過
ぎ
に

は
大
勢
の
業
者
ら
で
賑
わ
い
、

応
接
テ
ー
ブ
ル
で
は
商
談
が
熱

心
に
行
わ
れ
て
い
た
。　

　

第
一
会
場
に
は
、
９
月
１
日

付
け
で
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
（
ア
デ

ラ
ン
ス
）
か
ら
社
名
変
更
し
た

ユ
ニ
ヘ
ア
ー
も
出
展
。
同
社
で

は
医
療
関
係
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
を
重
点
に
取
り
組
む
姿
勢
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
ブ
ー

ス
の
担
当
者
は
美
容
業
界
へ
は

従
来
と
変
わ
ら
な
い
販
売
体
制

で
の
ぞ
む
こ
と
を
強
調
し
て
い

た
。

　

ま
た
、
午
後7

時
か
ら
行

わ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
に
は
７
０
０

人
が
出
席
し
、
盛
況
裡
に
行
わ

れ
た
。

化
粧
と
着
物
の
風
俗
史 

②

                                            

高 

嶺 

照 

夫

帰
っ
た
時
、
兄
の
火
闌
降
尊
（
ほ
の
す

そ
り
の
み
こ
と
）
は
、、
恭
順
の
意
を

示
す
た
め
に
顔
面
や
掌
に
赤
土
を
塗
っ

て
弟
の
彦
火
火
出
見
尊
に
「
吾
、
身
を

汚
す
こ
と
か
く
の
ご
と
し
、
ひ
た
ぶ
る

に
汝
の
俳
優
人
と
な
ろ
う
」
と
い
い
、

弟
の
潮
満
珠
の
威
霊
で
潮
に
溺
れ
苦
し

む
動
作
を
見
せ
、
潮
が
足
に
つ
く
と
き

は
足
占
を
な
し
、
膝
に
い
た
る
時
は
足

を
上
げ
、
股
に
い
た
る
時
は
走
り
回
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
俳
優
を
演
じ
た
。

　

こ
の
話
は
、
化
粧
と
俳
優
の
原
形
、

さ
ら
に
は
祭
儀
の
神
迎
え
を
暗
示
す

る
。
遠
く
海
の
彼
方
か
ら
陸
地
に
や
っ

て
き
た
彦
火
火
出
見
尊
は
来
訪
神
、
迎

え
る
火
闌
降
尊
は
祭
儀
に
歌
舞
を
演
じ

た
よ
り
ま
し
で
あ
っ
た
。
人
々
の
自
然

崇
拝
と
畏
敬
の
思
い
で
あ
る
。

　

埴
輪
の
顔
面
の
朱
線
は
兵
士
像
に
も

女
性
像
に
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
兵
士
は

主
君
に
忠
誠
、
女
性
は
夫
に
貞
節
の
証

で
あ
っ
た
と
捉
え
る
説
が
あ
る
。

の
触
れ
合
い
、
祭
祀
と
結
び
つ
い
た
。

　

お
そ
ら
く
古
代
の
死
者
の
根
の
国
信
仰

と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
思
え
る
。

根
の
国
に
つ
い
て
は
別
系
の
信
仰
が
混
同

さ
れ
諸
説
あ
る
が
、
沖
縄
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ

イ
、
ニ
ル
ヤ
、
屋
根
な
ど
と
本
来
同
一
系

の
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
ほ
ぼ

定
説
化
し
て
い
る
。

　

埴
輪
の
顔
赤
め
は
心
服
か
、
死
者
へ
の
哀
悼
か

　

埴
輪
の
中
に
は
、
顔
面
に
朱
色
の
楕
円

や
線
を
画
い
た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。「
魏
志
倭
人
伝
」
に
よ
れ
ば
、
倭
人

は
顔
に
文
身
（
い
れ
ず
み
）
を
入
れ
た
赤

土
を
塗
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

顔
赤
め
の
風
俗
は
「
日
本
書
紀
」
に
も

登
場
す
る
。
彦
火
火
出
見
尊
（
ひ
こ
ほ
ほ

で
の
み
こ
と
）
が
海
の
宮
か
ら
本
土
に

　

変
身
に
よ
る
忘
我
の
世
界

　

化
粧
の
起
源
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が

あ
る
。
化
粧
は
自
己
陶
酔
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
化
粧
へ
の
興
味
は
情
緒
を
養

い
、
人
生
に
潤
い
を
与
え
る
。

　

し
か
し
、
埴
輪
の
顔
面
に
朱
色
の
楕

円
や
線
を
描
い
た
の
は
、
稚
拙
な
美
意

識
の
表
現
と
い
う
に
し
て
も
、
現
代
の

化
粧
の
テ
ー
マ
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

生
産
能
力
の
な
い
原
始
時
代
に
は
、

顔
面
を
飾
る
余
裕
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
生
産
能
力
が
一
定
段
階
へ
と
発
展

し
、
い
く
ら
か
の
余
剰
能
力
が
出
て
初

め
て
生
活
上
の
肉
体
的
、
時
間
的
ゆ
と

り
が
化
粧
に
結
び
つ
く
。
埴
輪
の
顔
面

の
楕
円
や
線
の
朱
色
は
、
変
身
に
よ
る

忘
我
の
自
己
沈
潜
が
神
（
自
然
界
）
と

の
対
話
を
可
能
に
し
、
宇
宙
の
秩
序
と

枕
の
つ
い
た
シ
ャ
ン
プ
ー
ボ
ウ
ル

「
ス
タ
リ
オ
ン
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

滝
川
（
滝
川
和
秀
社
長
）
は
、

首
へ
の
負
担
の
な
い
枕
の
付
い

た
シ
ャ
ン
プ
ー
ボ
ウ
ル
「
ス
タ

リ
オ
ン
」
を
さ
ら
に
使
い
や
す

く
、
よ
り
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

　
「
ス
タ
リ
オ
ン
」
は
、
長
時

間
の
施
術
に
お
い
て
も
、
首
や

肩
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く

お
客
様
を
癒
や
し
の
世
界
に
誘

う
。
そ
の
理
由
は
シ
ャ
ン
プ
ー

ボ
ウ
ル
内
に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ピ

ロ
ー
と
呼
ば
れ
る
枕
が
付
い
て

い
る
か
ら
だ
。
ブ
ラ
ッ
ク
ピ

ロ
ー
が
頭
を
支
え
る
の
で
、
首

を
圧
迫
し
「
美
容
院
脳
卒
中
症

候
群
」
と
呼
ば
れ
る
症
状
が
で

る
心
配
は
な
い
。ま
た
、ブ
ラ
ッ

ク
ピ
ロ
ー
の
上
で
頭
を
左
右
に

ふ
れ
る
の
で
、
お
客
様
に
も
技

術
者
に
も
負
担
を
か
け
る
こ
と

な
く
後
頭
部
の
洗
い
流
し
が
十

分
に
行
え
る
。

　

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
ス
タ
リ
オ
ン
Ⅱ
」
＝
写
真
＝

は
、
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
と
水
栓

コ
ッ
ク
を
セ
ン
タ
ー
よ
り
に
し

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
バ
ッ
ク

シ
ャ
ン
プ
ー
が
お
こ
な
い
易
く

な
り
、
ボ
ウ
ル
の
サ
イ
ド
に

ア
ー
チ
型
の
く
び
れ
を
付
け
た

こ
と
で
、
サ
イ
ド
か
ら
の
シ
ャ

ン
プ
ー
も
よ
り
快
適
に
。

　

ス
タ
リ
オ
ン
Ⅱ　

サ
ロ
ン
価

格
：
￥
２
２
０
、０
０
０
（
税

別
）。
問
合
わ
せ
は
、
サ
ロ
ン

開
発
部
（
０
３

－

５
８
２
１

－

０
２
２
１
）
へ
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー

展
開
に
活
用
で
き
る
と
い
う
。

　

ノ
ア
ー
ジ
ュ
Ｓ
は
、
シ
ワ
・

た
る
み
に
効
果
の
あ
る
新
型
超

音
波
デ
バ
イ
ス
（
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
タ
ー
）
を
機
能
搭
載
。

　

①
習
得
が
容
易
②
施
術
結
果

が
わ
か
り
や
す
い
③
技
術
者
に

よ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
差
が
出
に

く
く
、
安
定
し
た
効
果
を
発
揮

で
き
る
こ
と
か
ら
、
シ
ャ
ン

プ
ー
の
延
長
上
に
あ
る
付
加
価

値
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
理
美
容

市
場
で
の
ス
キ
ン
ケ
ア
導
入
を

容
易
に
す
る
。

　

ま
た
同
時
に
、「
ハ
ン
ド
テ

ク
ニ
ッ
ク
中
心
で
、
エ
ス
テ
機

器
を
使
う
の
は
初
め
て
…
」
と

い
う
機
器
操
作
に
不
安
を
感
じ

る
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
に

も
導
入
し
や
す
い
機
器
だ
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、 

お
客

様
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０

－

５
９
６
３
４
８
）
へ
。

デ
ィ
ー
プ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
の
エ

イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
３
機
能
を
搭
載
し
て
い

る
。
ノ
ア
ー
ジ
ュ
シ
リ
ー
ズ

は
、
サ
ロ
ン
の
必
要
性
に
合
わ

せ
て
、
今
後
機
能
が
追
加
で
き

る
た
め
、
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
の
幅
広
い
技
術
に
対
応
が

可
能
で
、
お
客
様
や
サ
ロ
ン
の

　

タ
カ
ラ
ベ
ル

モ
ン
ト
は
こ
の

ほ
ど
、
新
美
顔

機
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｇ
Ｅ

（
ノ
ア
ー
ジ
ュ
）

シ
リ
ー
ズ
を
発

売
し
た
。

　

第
一
弾
と
な

る
「
ノ
ア
ー

ジ
ュ
Ｓ
」
＝
写

真
＝
は
、
ス

チ
ー
マ
ー
、
超

音
波
マ
ッ
サ
ー

ジ
（
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
タ
ー
）、

タカラが９月、新美顔機

「ノアージュＳ」を発売

滝
川
晃
一
会
長
を
中
央
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
す
る
滝
川
首
脳
陣
㊧
と
商
談

コ
ー
ナ
ー
㊥
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
製
品

展
示
室
㊦

滝  川


